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研究成果の概要（和文）：本研究は，科学系博物館と連携して観察・実験の各種の映像教材の作成と，それらを
用いたオンライン学習プログラムの開発であった．国立科学博物館が，「かはくVR」というウェブコンテンツを
2020年4月24日に配信開始した．2021年4月1日に大幅リニューアルされるに際し，研究代表者が雑誌論文で言及
した点が，リニューアル内容の一部に反映されるに至った．小中学校の授業で「かはくVR」の活用を想定した場
合，何をどのようにするとより効果的な学習となるのか検討を進め，中学生対象の模擬授業について雑誌論文と
して報告した.

研究成果の概要（英文）：This research involved the creation of various video teaching materials for 
observation and experiments in collaboration with science museums, and the development of an online 
learning program using them. 
The National Museum of Nature and Science, Tokyo(KAHAKU) started distributing web content called "
KAHAKU VR" on April 24, 2020. At the time of the major renewal on April 1, 2021, the points 
mentioned by the research representative in the journal article have been reflected in some of the 
renewal contents. Assuming the use of "KAHAKU VR" in elementary and junior high school classes, we 
investigated what and how to make learning more effective, and reported a mock class for junior high
 school students as a journal article.

研究分野： 理科教育，科学教育，博物館教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
デジタル教科書や映像教材を用いた授業の場合，教育効果はどこに現れるのか明らかにすることをめざした．観
察・実験の各種の映像教材の作成と，それらを用いたオンライン学習プログラムの開発を試みた．地球領域の単
元「月や星の見え方」について，指導者用デジタル教科書を使用したクラス群と使用しないクラス群を分けて学
習への取組み状況について検証を行なった．従来の紙媒体教科書の長所とデジタル教科書の特性によって得られ
る効果を組合わせた授業展開を行なうことの重要性を示すことができた．
国立科学博物館によって新たに作成されたウェブコンテンツ「かはくVR」を活用した中学生対象の授業を開発
し，その授業実践の例を報告した.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 小中学校の授業に利活用することが可能な一人一台端末の充実や，デジタル教科書の使用が
容易になりつつあるように，デジタル機器の使用環境の整備が 2020 年以降急激に進められてき
た．そこで，小中学校の理科において，デジタル教科書や映像教材を用いた（実体験の無い）授
業の場合，その教育効果はどこに現れるのか，例えば，生命領域や地球領域などでの「実感を伴
った理解」に映像教材が貢献できるのか，事例を具体的に挙げて検証する必要があった． 

 また，東北地方に大きな影響を与えた気象災害（防災・減災）や放射線を含むエネルギー領域
などを含む単元について，科学系博物館と連携して映像教材を開発することや，それらを用いた
オンライン学習プログラムの開発ならびに実践を行なうことが求められていた． 

 

２．研究の目的 

 科学系博物館との連携により指導主事や専門職員と協働して理科のオンライン学習プログラ
ムを構築し，生命領域や地球領域などにおける「実感を伴った理解」の効果を検証することを目
的とした．本研究の特色は，科学系博物館の理科担当の複数の専門職員（理科の免許状所有者）
の協力を得た上で，観察・実験の映像資料を作成したり，それを用いたオンライン学習プログラ
ム：学習指導案を開発したりすることであった． 

 

３．研究の方法 

 デジタル教科書と映像資料を同時に用いた授業：つまり実体験のない映像だけの授業につい
て，宮城県内の小学校の教頭（専門：生物教材）の協力を得てデジタル教科書と夏（と春）の植
物や昆虫など生命領域の映像資料を用いた授業を実践する．他に，月や星の動きに関連した地球
領域の映像資料を用いた授業についても計画する．なお，同校での研究授業とアンケート調査に
ついて，校長からの承諾を得て行なう． 
 連携協力の実績のある科学系博物館のウェブコンテンツ情報を精査する.オンライン学習プロ
グラムとして活用できる可能性の高い素材について，小中学校の理科の授業内容との関係性の
評価および教材としての改善点の精査を行なう．開発した学習プランは，実際に小中学校での実
践を予定するが，世界的な感染症（COVID-19）の影響を考慮し，教職課程の大学生を児童生徒役
に見立てた模擬授業による実践とする場合がある．一人一台端末を用いた対面式の授業として，
あるいはオンラインでの授業として，どちらの形式であっても成立するように改善点を授業デ
ザインに反映させる． 
 
４．研究成果 
 本研究課題における最終目的は，デジタル教科書や映像教材を用いた授業の場合，その教育効
果はどこに現れるのか明らかにすることであった．また，観察・実験の各種の映像教材の作成と，
それらを用いたオンライン学習プログラムの開発であった． 
 初年度（2020 年）の研究では，地球領域
の単元「月や星の見え方」について，指導
者用デジタル教科書を使用したクラス群
と使用しないクラス群を分けて学習への
取り組み状況について検証を行なった．デ
ジタル教科書の使用群では，「楽しく学習
すること」「授業の分かりやすさ」「友だち
と教え合うこと」「自分の考えや意見を友
だちや先生に分かりやすく伝えること」等
について肯定的な結果が得られた．デジタ
ル教科書を使用しない群では，「授業で友
だちの考えや意見を聞いて，考えを深める
こと」について肯定的な結果が得られた．
従来の紙媒体教科書の長所とデジタル教
科書の特性によって得られる効果を組合
わせた授業展開を行なうことの重要性を
示すことができた． 
 
 2 年目（2021 年）には，「月の形と太陽」
及び「大地のつくり」や「流れる水のはた
らき」の単元について，複数校を調査対象
として検証を行なった．これらの分析結果
を，実践報告の第二報として報告した． 
なお，防災教育に関する調査の段階で，東
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日本大震災を経験した児童生徒の体験談について聞き取ることができた．これらの証言につい
ても学会発表や論文化して記録に残すことを検討した．結果として，科研費基盤研究（C）「科学
系博物館における理科授業の評価と指導主事対象の教員研修プログラムの開発」（22K02939）へ
と発展的に継続して研究を進めることにつながった． 
 
 おうちで体験！「かはく VR」というウェブコンテンツ
を，国立科学博物館が令和 2 年（2020）4 月 24 日に配信
開始した．令和 4 年（2022）4 月 1 日には大幅リニュー
アルされた．研究代表者が雑誌論文で言及した点が，リ
ニューアル内容の一部に反映されるに至った．この「か
はく VR」の 3D 映像を活用した理科のオンライン学習プ
ログラムの開発を行なった．また，新しい教材である「か
はく VR」について小中学校の授業での活用を想定した
場合，どこに改善の余地があるのか，何をどのようにす
るとより効果的な学習となり得るのか等の検討も並行
して進めた． 
 
 3 年目（2022 年）には，「かはく VR」
を活用した中学生対象の模擬授業につ
いて，教室内での対面式の授業で活用
できるだけでなく，オンライン学習に
も対応していること等，成果の詳細に
ついて雑誌論文として報告した. 
 なお，研究協力者として本研究に携
わった宮城教育大学教育学部（初等理
科コース）に在籍した学生（当時）が，
一般社団法人日本理科教育学会東北支
部から 2022 年度「学生研究奨励賞」を
授与された．2021 年度に同学会の第 60
回東北支部大会（福島大学）にて，開発
した複数の学習プランを発表し，2022
年度の第 61回東北支部大会（弘前大学）
では，前回提案した中から生物の進化
と多様性に関する一つの学習プランに
ついての模擬授業を大学内で実施し
て，そのアンケート結果を分析して報
告した．本件は，河北新報（2022 年 12
月 2 日，朝刊 24 面）に掲載され，広く
周知されるに至った． 
 
 
 
 

国立科学博物館ホームページより 
「かはく VR」のサイトへのリンク 

サイエンスコミュニケーション 
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